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画用紙に印刷された図形から発想される世界を絵と文章で表現しなさい。問  題

制作物

図形

時  間

画用紙（B4）、作文用紙（B5）、アイデアスケッチ用紙（A4）支給材料

評価
ポイント

本試験の評価ポイントは与えられた図形からの「発想」と、その発想を伝える「表現力」、そして自らの表現をひとつの作品としてまとめ上げる
「構成力」「世界観」です。解答用紙上に与えられた単純な図形を上手く組み込んだ絵を描き、別紙にそれを説明する文章を作成してください。
ポイントはみなさんの、人を「あっ」と言わせるような独創的な発想です。図形からの発想を絵と作文で自由に表現してみてください。

○図形を基にした絵
図形を印刷したB4サイズ画用紙に作画

○作文
描いた絵を説明する文章（B5サイズ用紙1枚、文字数指定なし）
※配布された用紙に収まる文字数にすること

おままごとに使う木の実さがし。ピカピカに光る泥だんご作り。
あの雲を食べに行きたいなぁ、なんてことを真剣に考えていた頃の
私たち。
あの子知らないとか友達じゃないとか、そんなの関係なかった。
公園で出会えば、みんなが遊び仲間。あの頃に戻れたらなぁ…。
あっ! ケンケンパしてたのに! ふまないでよ! ねぇっ!

ねー! きーいーてーよー!!

…泣き虫だったところぐらいかなぁ、むかしイヤだったことなんて。



「大発見だぞ!!」うっそうと生い茂る木々の間で
博士は叫んだ。
興奮のあまり顔を真っ赤にした彼が見つめてい
たのは、怪しげな色のキノコ。
果たしてそのキノコは、何十年も捜し求めてきた
万病を治すというキノコなのだろうか。
目を輝かせてキノコを見つめる彼の耳には、もう
私たちの声は届かないようだ。
年齢とともに少しずつ悪くなる目を見開き、メガ
ネをかけ直しながら、
博士は期待のまなざしをキノコに送るのだった。

とても寒い冬のある日のこと。お母さんとおうちに帰る途
中で私はとっておきのものを取り出した。
「あら、それ、なあに？」
「いとでんわ！ほいくえんでつくったんだよ。」
「とってもすてきね。なにかきこえるかしら･･･。」
そう言うと、お母さんはにっこりと微笑んで、糸電話をそっ
と耳にあてた。
私は少し照れくさかったので、小さな声で白い電話口に
話しかけた。
「おかあさん、だいすき。」

未来はどんな世界でしょうか。車が空を飛ぶ世界でしょうか。すべてが電子化された
世界でしょうか。AIが支配する世界でしょうか。
AIが支配するようになった世界は、どのような様子でしょうか。ペットの種類も従来種
に加えてAI種が誕生しているのでしょうか。
AI種のペットには、人工的に作られた心が埋め込まれ、まるで本物の「心を持った生
物」であるかのようになるのです。従来種のように、飼い主を癒し、おやつや散歩をねだ
ります。そして従来種の何倍もの速さで脳が発達し、豊かな心を持つようになります。
たとえば、そんなAI種が小さな生き物の命の大切さを理解するようになり、足元の小さ
な命を踏みつぶしてしまわないように右足を上げたとします。これはとても素晴らしい
ことなのかもしれませんが、この感情でさえも人間によって作られたものなのです。まる
で、どこかから人間がそのAI種の右足を見えない糸で引っ張り上げているかのようで
す。このとき人間はどう思うでしょうか。
いま、たくさんの技術が恐ろしいほどの速さで発達しています。しかし、社会がそのス
ピードに乗れたとしても、人間の心はそれについていけるのでしょうか。わたしたち人間
は、このようなえもいわれない感情を抱え続けることになるのでしょうか。
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私は子供の頃からサッカーが大好きでした。はじめはお父さんと一緒に見ていまし
たが、一人でもよく見るようになりました。サッカー以外のスポーツも好きですが、
サッカーを見る時は、他のスポーツよりも緊張します。
子供の頃は、いつかサッカーの選手になりたいと思っていましたが、私は体が小さい
し、力も弱いから、絵を描きはじめました。この絵には、サッカーをする時の緊張感を
そのまま表しました。そして、ボールのスピードを表すために、ボールのまわりに煙を
入れました。そして、前には走っている緊張した選手、後ろにはカメラマンと観客を配
置しました。サッカーボール以外の部分は色を分散して、ボールを絵の中心にしまし
た。用具でマーカーを選んだ理由は、絵の具と色鉛筆では、自分の絵の中でスピード
感や雰囲気を表現しにくいと思ったからです。最後にサインペンで仕上げて、絵を見
る人にさらにきれいな印象を与えようとしました。
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仕事で疲れてしまった会社員。毎日部長に怒られたりして、スト
レスが一杯になってしまった。家に帰ったらとっても疲れて、何も
せずソファで寝る。そんな毎日を生きていた。
ある日、息子が夏休みで、自分の実家に行きたいと言うので、2人
で実家に帰って一日過ごすことにした。息子と虫をつかまえた
り、一緒にくだものを食べたりして、いっぱい遊んだ2人は昼寝を
した。突然、風鈴の音で目を覚ましたら、自分が子供の時、風鈴
についたグラスに描いた下手な絵を見つけた。それを見ながら
静かに座っている会社員。まるで、子供の時に返った気がした。
私は紙に描かれた図形を風鈴のグラスに表現しました。仕事で
疲かれた会社員が、自分が子供の時にグラスに描いた絵を見
て、童心に返る感情を表現したかったです。

明るい光、美しい音楽、華やかなドレス。舞踏会！
さまざまな人。その中でいちばん華やかな人は、
もちろん真っ赤なドレスの彼女だった。彼女は舞
踏会の中で明るい笑顔をしていた。
しかし彼女には痛みがあった。彼女が好きな人
が死んだ後、彼女は悲しすぎて、好きな人と住ん
だ家で毎日舞踏会を開いて、いろんな人 と々笑
いながら自分自身の痛みを忘れる。そんな彼女の
本音は誰にも分からない。


	京都精華大学入試ガイド2020_forMobile_0328修正版 80
	京都精華大学入試ガイド2020_forMobile_0328修正版 81
	京都精華大学入試ガイド2020_forMobile_0328修正版 82
	京都精華大学入試ガイド2020_forMobile_0328修正版 83

